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1. はじめに 

近年,老朽化した橋梁の鋼材が破断するケースが増え

ている.その中でも図-1 に示すようなコンクリート埋

込部のトラス破断の事故がある.これらの橋梁の構造

ではコンクリート床版と斜材や垂直材の間に隙間がな

く,その部分に土砂や水が溜まって腐食しやすく,また

変形を拘束するために応力が集中して破断が起こりや

すくなる 1)． 

これらの破断発見の遅れは,コンクリートにより目

視がしにくいのも理由の一つであり早急な対策が必要

である 3).その対策の一つとして超音波探傷 2)がある.

本研究では超音波探傷試験を行い,コンクリート内部

の鋼材腐食を効率良く発見する事を目的とする. 

2. 超音波探傷試験 

 超音波は弾性波であり,主に縦波・横波・表面波が

ある.液体中や空気中では縦波しか存在せず,固体中で

はいずれも存在する.今回の研究では対象は個体のた

め,これらの三つの波から検査していく.超音波探傷で

は電子パルスが圧電素子を振動させて超音波を発生さ

せる.そして反射して戻ってきた超音波を圧電素子で

今度は電気信号に変換してそのデータから計測する事

によって,損傷の有無が分かる 2). 

超音波探傷試験には主に垂直探傷法,斜角探傷法,板

波探傷法等の 3 つの種類がある.本研究では損傷部分

がコンクリートに覆われていると仮定するため斜角探

傷法を用いることとする. 

3. 実験の概要 

実験は図-3のように行う．実験に使用する探触子は

超音波の屈折角が 70 度の 5C10×10A70 を使用する．

鋼板の種類は SS400 を利用する． 

不規則な形状の損傷部分での超音波探傷実験を行い,

形状による反応の変化を 2つの鋼板を用いて調べる．

実験では損傷角度について注目していこうと考えてい

るため 2つの鋼板の損傷角度が大きく異なるよう 

 

図-1 木曽川大橋の破断部分 

 

図-2 垂直探傷法と斜角探傷法 

 

 

 

図-3 損傷深さ 1.05mm 測定時の波形 
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にした. 

損傷部分の形状はグラインダーを使用し作った図-3

と図-4,図-5 のようなものとする．図-3の損傷部分の

形状は損傷角度が大きく幅が小さいもので，図-4,図-

5の損傷形状は損傷角度が小さく幅が大きいものであ

る. 

4. 実験結果 

 実験の模式図を上に,その下にその時の実験結果を

示す．下の実験結果は縦軸がエコー高さ,横軸は距離で

ある. 

損傷角度が大きく幅が小さい損傷の実験では測定 1

回目の損傷深さが 1.05mm でも探知できた．その時の波

形を図-3 で表す．赤丸がついている部分がキズエコー

を探知した場所である．赤丸より右に存在しているエ

コーは鋼板の端まで到達したものが跳ね返ったもので

ある.この時 1mm 程度の損傷でも測定できたことから,

他に条件がなければ小さな損傷でも精密な測定が可能

ということが分かった.この実験の損傷部の損傷角度

は 69 度なので，69 度ならば損傷部を探知できる事が分

かった. 

一方で損傷部が深く,幅が十分でない損傷では反応

しないなどの形状の方が探傷に大きな影響があること

も分かった. 

損傷角度が大きく幅が小さい損傷の実験では，屈折

角 70°の超音波ではとらえる事が出来ず，反応もほとん

どない.損傷深さが 1.7mm になって反応が弱いものの

初めて結果が出た.この時の損傷角度は 78.6 度なの

で,78.6 度よりも小さい角度でないと反応することがで

きことがわかった.その後損傷角度を大きくした結果,

はっきりしたエコーを得る事ができた. 
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図-4 損傷深さ 1.7mm 測定時の波形 

 

 

図-5 損傷深さ 3.1mm 測定時の波形 
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